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伝統的農lii村におけるコミ。ニティ施設としての芸能空間について

　　　　　　一秩父郡小鹿野町の場合一　　（その1 )

　東京家政学院大学　　○古谷佳子　　田中清章

【目　白勺　】　都市生活での芸能観賞空間は、劇場等の非日常空間と住’宅内のT Vを中心

　とする密室化された日一常2間とに分解されている．これに対して伝統的農村生活でIt ,

　コミュニティの共有空間としての芸能施設が存在する．昨今は、こうした祭りやその空

　間のもつ重要性が見直されつつある．しかし、これまでの地域社会の芸能空間の多くは

　芸能史の補足としてのみ研究されてきた.これらを前提に、農山村の伝統的コミュニテ

　ィ施設が生活と人と芸能を通してどのように機能しているかを考察する．本編では、小

　鹿野町の芸能施設としての農村舞台と神楽殿の建築様式について考察する．

【方‘　お!ﾐ　】　秩父地方は、民俗的な伝統的芸能施設が多数現存している．本地域の小鹿

　野町の奥村舞台及び神楽殿を実測し、行事と空間との関連性を聞き取りで調杢した.

【糸芒 3艮　】　晨村舞台－^例、、神楽殿－7 例、両者必折衷型- 3例現存している．

・晨村舞台は、木造平屋で舞台装置として二重舞台（固定式４例・可動式1 例〉を有し、

　花道は仮設が多い．平面的には一定の形式はない．屋根は、材料・形式とも多様で舞台

　は桁行方向の利用が多かった.用途は、歌舞伎・集会・カラオケ等と多様化している．

・神楽殿は、木造平屋で舞台の後方に神座をもち、間口・奥行・床高・内法寸法に相関関

　係がみられ、様式化されていることが分かる．屋根は、入母屋・金属葺で、舞台は妻側

　に設け、用途は神楽神事のみに限定されていたが、近年歌舞伎にも使った例もある.

・折衷型舞台は、神楽殿の様式を残しながら前面に床高の低い舞台を仮設し、それが常設

　化したのがこれで、小鹿野町の農村舞台の発生に近づく過渡期様式と言えよう．
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地と平城ニュ―タウンの道に対する居住者の評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良女大家政 北口　照美

　目的　住居地域の道は主として住民の日常生活のための空間である｡･ここは、車も通る

が人々が主人公であり｡、しかも買物や通勣・通学のための通過手段だけでなく、歩くこと

自体を楽しむ散歩や人々との話合いや子供達の交流が展開される目的空間であり、また、

自分の家が外に対する顔として、nr itみの景観や雰囲気*≪醸成される場でもある。本研究

は、人々が日常利用している道についての意識調査を行い、達や、歩行者専用達に対する

意識を知ることにより、住宅地区内の達のあり方を検討するものである。

　方法　対象は、香里団地( 建設年S.33、大阪府）、平城N . T . ( S.47、奈良県）。質問

紙法、訪問による配布・回収で留置法とした。　調査時期は昭和60年　７月からn月。

　結果　回答数は香里団地の独立住宅　118答、集合住宅　153答、平城翼.T .の独立住宅　148

答、集合住宅　158答。達の便利さへの評価は全体に高い。安全性は、40才以下の若い年代

に悪く、また、歩行者は70％強が良いとするが、自転車利用者は平城N . T .の集合住宅を

除いて良い評価は半数以下となる。道幅は集合住宅に不満が大きい。照明に男性の不満は

少ないが、女性の評価が低べ現状の数量では不一十分であるといえる。清掃や樹木の手入れ

には、40 "50才以上に悪いと感じられている。平城N . T .の達は、機能的な面での評価が

よい。香里団地の達は機能的な面以外にも、樹木によって醸し出される楽しさ、雰囲気な

どの快適さが良いと評価され、並木道の存在が果たす役割が大きいと考えられる。快適な

達空間の創造に、人工的な装置の導入や樹木の管理の必要性と共に、樹木は快適な生活環

境の創遣を考える上で重要な一要素として考られる。


